








































































様式１ 

農林漁業体験民宿業に係る施設等の証明願 

  年  月  日 
 

 茨城県農林水産部農地局農村計画課長 殿 

 （市町村農政担当課・農林事務所企画調整部門企画調整課 経由） 

   申請者住所  

 （事業者）  

     氏名                   印 

 申請建築物所在地 

 （体験民宿に提供） 

 

 床面積・構造                  ㎡ 

  このことについて，農林漁業者が，農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整備の促 

 進に関する法律第二条第五項の「農林漁業体験民宿業」を営み，既存の建築物を活用 

 することに相違ないことを証明願います。 

 １ 申請者について（該当する□にレ印をつけて証明書類を添付） 

  □ 農林漁業者である。 

  □ 申請に係る当該地域の農林漁業者が組織する団体である。（団体の場合） 

 ２ 体験者（客）に提供する役務について（該当する□にレ印をつけてください） 

   農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整備の促進に関する法律施行規則第二条に 

  規定する次の役務を提供している。又は，営業開始後提供する。 

 

  ①農村滞在型余暇活動に必要な役務 

   有 無 

   □ □ 農作業の体験の指導 

   □ □ 農産物の加工又は調理の体験の指導 

   □ □ 地域の農業又は農村の生活及び文化に関する知識の付与 

   □ □ 農用地その他の農業資源の案内 

   □ □ 農作業体験施設等を利用させる役務 

   □ □ 上に掲げる役務の提供のあっせん 

 

  ②山村滞在型余暇活動に必要な役務 

   有 無 

   □ □ 森林施業又は林産物の生産者しくは採取の体験の指導 

   □ □ 林産物の加工又は調理の体験の指導 

   □ □ 地域の林業又は山村の生活及び文化に関する知識の付与 

   □ □ 森林の案内 

   □ □ 林業体験施設等を利用させる役務 

   □ □ 上に掲げる役務の提供のあっせん 



  ③漁村滞在型余暇活動に必要な役務 

   有 無 

   □ □ 漁ろう又は水産動植物の養殖の体験の指導 

   □ □ 水産物の加工又は調理の体験の指導 

   □ □ 地域の漁業又は漁村の生活及び文化に関する知識の付与 

   □ □ 漁場の案内 

   □ □ 漁業体験施設等を利用させる役務 

   □ □ 上に掲げる役務の提供のあっせん 

 ３ 活用する既存建築物について（該当する□にレ印をつけてください） 

   □ 母屋                      □蔵 

   □ 離れ                      □納屋 

   □ その他（具体的に書いてください） 

  上記のとおりであることに相違ありません。 

            年  月  日    

 印 

 

 

 

  上記のとおり相違ないことを証明します。 

            年  月  日    

茨城県農林水産部農地局農村計画課長  印 

 
















